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人的災害が観光産業に及ぼす影響と課題 : 京都市
における新型インフルエンザの影響を事例として

















































































版』によると、2008 年度は 5,021 万人の観光客が京都市内に訪れた。
京都市に訪れる観光客の月別の特徴を見ると、大きく 2つのピーク時に分けられる3）（図 1）。第 1
のピークは 4～5月にかけてであり、もうひとつは 10～11 月である。また、京都観光に訪れる修学旅
行生の総数は年々減少傾向にあるものの、2008 年度には 101 万人と、依然として京都の観光客とし
て重要な地位を占めている。修学旅行客数の月別の特徴を見ると 5～6月が第 1のピークであり、客
数も第 2のピークよりも多い。次いで、10～11 月が第 2のピークである。
さらに、修学旅行客を小中高校生ごとに検討すると（図 2）、小学生は 5～6月のピークと 10～11
月のピークに分けられ、後者の旅行客の方が多く、小学生がもっとも集中するのは 10 月である。中
学生は 5月にもっとも集中し、5～6月のピークと 10～11 月のピークに分けられ、前者の旅行客数の





















小学校 中学校 高 校 総 計
北海道 0 0.1 24.8 5.1
東 北 0.3 1.8 32.1 7.7
関 東 2 57.4 31 44.6
中 部 58.2 19 5.2 21.5
近 畿 16.7 0.3 0.9 2.6
中 国 14.7 5 0.5 5.4
四 国 6.8 2.2 0.3 2.5
九 州 1.3 14.2 5.2 10.6
京都市観光産業局（2008）を元に筆者作成
図 1 京都市における月別観光客数の推移（2008 年）
京都市観光産業局（2008）を元に筆者作成




































埼玉県 茨城県 栃木県 群馬県 千葉県 合 計
対象学校数 423 233 167 174 383 1380
回答数 402 137 154 140 366 1199
回答率(%) 95.0 58.8 92.2 80.5 95.6 86.9
予定通りの期日で実施 276 49 149 28 293 795
予定期日で出発し予定通り実施 242 44 131 23 280 720
同 内容を一部変更して実施 10 4 18 5 12 49
同 行き先を変更して実施 24 1 1 26
内容・行き先の変更率（%） 14.0 11.4 13.7 21.7 4.6 10.4
期日を変更して実施 126 88 5 112 73 404











































（社）国際観光旅館連盟の 5月 20 日時点における調査結果を見ると、京都府内のキャンセル人数の
9割以上が修学旅行客であった。具体的な数値が得られた観光に関わる事業者の損害額の一例をあげ
ると、貸切バス事業者である T社は 5月には 7,200 万円（予算対比 36.4%）、6月は 6,400 万円（同
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2） 2005 年第 18 回国勢調査の結果による。





6） 157 校中、141 校が関西方面を修学旅行先としている。
参考文献
井口和起・上田純一・野田浩資・宗田好史『京都観光学のススメ』（2005）、人文書院、185 頁。
京都市産業観光局『京都市観光調査年報平成 20 年版』（2008）京都市産業観光局、36 頁。
国土交通省観光庁『観光白書 平成 20 年版』（2008）国土交通省、144 頁。
国土交通省観光庁『観光白書 平成 21 年版』（2009）国土交通省、145 頁。
財団法人全国修学旅行研究協会『全国公立中学校の修学旅行に関する意識調査』（2009）財団法人全国修学旅行
平安女学院大学研究年報 第 10 号 2009
－ 7 －
Impact and challenges upon the tourism industry brought forth
by manmade disasters
－The case of the new influenza outbreak in Kyoto City－
Manabu INOUE and Yuji ARAKAWA
The purpose of this paper is to discuss an impact of the outbreak of the new influenza on the tourism
industry. The new influenza outbreaks of 2009 in Japan had more significant impact on large scale tourist
cities in the metropolitan areas with heavy population concentration. The worst effects were felt by the
businesses that mainly provide accommodations for school excursion guests.
After the influenza outbreak started, both the businesses and the travelers were influenced by the
media reporting. Consequently, a big gap was created in perceiving the new influenza outbreaks between
people reside in travel destination cities and those who travel to those cities and school excursion
businesses suffered a big business loss. The important point of this is that it was caused by rumors.
However, unlike travels in general, once cancelled school excursions can be re-scheduled on different
dates at very high rate if national and/or local government instructs and declares it’s safe to travel. So, it
is imperative that administrative bodies should act promptly to appeal for safety declaration after the
disaster recovery. Especially, the safety declaration by the destination cities can offer certain
effectiveness to this problem.
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